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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 998 ha

平成 19 年度～ 平成 23 年度 平成 19 年度～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 18年度 23年度

％ 17年度 22年度

分 18年度 23年度

・中野市は、北信州の交通の要衝にあり、江戸時代には幕府の陣屋が置かれ、明治時代には伊那県の分局や、中野県庁が置かれた時期があるなど、北信州の政治・商業の中心地としての位置を占め、その中心市街地には、公共施設や医療機関等の

公共的な機能とともに、小売・卸業や飲食業といった商店が集中し、人々が集まるにぎやかな「まち」として繁栄してきました。

　現在でも、長野県下では商圏人口が減少する地域が多い中にあって、本市では商圏人口が微増しており、商圏が維持されている状況にありますが、核家族化や本市への移住者の市街地周辺部への居住、幹線道路のバイパス化と自動車への交通手

段のシフトが、大型集客施設の幹線道路沿いへの建設・移転を進行させ、中心市街地での居住人口の減少と相まって、中心市街地の店舗数が減少し、市街地地域の活力の低下が問題となっています。

　市では、中心市街地の活性化をめざし、『中野市中心市街地活性化基本計画』を策定し、街路整備、市街地の小路整備、ＴＭＯによる活性化の活動を進めてきていますが、活力低下に歯止めをかけるまでは至っていない状況にあります。

・中心市街地及びその周辺地域は、人口が集中している地域でありますが、少子高齢化が進むとともに、核家族化も進行しています。このため、防災・防犯面で安全安心なまちづくりが求められていますが、高齢者等の安全な生活を支える歩道整備が遅

れ、地域防災計画に定める避難施設は、耐震面からも、避難施設としての機能面からも不十分な施設となっています。また、市村合併に起因する情報基盤の整備状況の地域差解消、防災情報をはじめとする行政情報の市民への周知のためのネット

ワーク整備が課題となっています。

・中心市街地は、政治・商業の中心であったことから道路が放射状に配置され、他地域や周辺からアクセスしやすい形態となっていますが、市街地利用者とともに通過交通も中心市街地に流入することで、中心市街地の交通渋滞や交通安全上の問題引

き起こしており、快適な商業、生活活動の障害となっています。

計画期間 交付期間 23

大目標：北信州の中心都市として、にぎわいと誇りにあふれる都市の再生

目標１：中心市街地の魅力を高め、人々が集い交流し、にぎわいあふれるまちをつくる。

目標２：防災・防犯対策を高めるとともに、高齢者等の生活にやさしい安全・安心なまちをつくる。

目標３：交通環境の良い中心市街地のまちをつくる。

都道府県名 長野県 中野市 中野地区

・中心市街地に人々が集い交流するための拠点の創出、連携強化、さらには利活用の充実により、まちのにぎわいの再生を促進する必要があります。

・地域情報化の推進により防災・防犯情報の連絡体制を充実させるとともに、災害時の避難施設として公共施設の耐震化、機能強化を図る必要があります。また、生活や災害時の動線・空間として市街地の歩道整備が必要となっています。

・通過交通が中心市街地に流入しないよう、環状道路を整備する必要があります。

・本市は、平成１７年４月１日に中野市と豊田村が新設合併し、新中野市として新たに歩み始めていますが、本地域については、合併前の旧中野市が定めた「中野市都市マスタープラン」により、さらに中心市街地地域については「中野市中心市街地活性

化基本計画」において、“ふるさと情緒あふれるにぎわいのまち・中野”として、活性化を進めることとしています。

・合併新市の総合計画においても、前期基本計画のリーディングプロジェクトとして、（１）「文化芸術」プロジェクトとして交流施設を、（２）「産業誘発」プロジェクトとして幹線道路の活用を、（３）「高度情報化」プロジェクトとして防災・防犯対策を推進すること

としています。

・中野市国土利用計画においては、市街地及びその周辺地域の施策推進として、機能的な都市空間としての魅力づくりを進めることとし、にぎわいの市街地づくり、生活密着型のまちづくりなどを進めることとしています。

・やさしい歩道づくり基本計画において、高齢者や、障害者、子どもの安全で快適な生活確保のため、中心市街地の歩道整備を進めることとしています。

指　標 定　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

2.0

放送による市情報の認知率 市民意識調査によるＣＡＴＶ・有線放送での市情報の認知率

防災情報等の即時周知のための基盤整備を進め、その活用状況

の向上を目指す。

41.7 60.0

中心市街地歩行者減少率

中心商店街通行量調査の休日の積算歩行者数の年間減

少率（4ヵ年の平均）

にぎわいの指標として、歩行者通行量の減少に歯止めをかけるこ

とを目指す。(H14～Ｈ18減少率　△16.8％）

4.2

9.0市街地通過交通通過時間 市街地をはさむ2地点間（西条～一本木）の通過時間

通過交通の誘導を図るため、2地点間の通過時間の短縮を目指

す。

10.5



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（交通環境の改善）

・市街地を取り巻く環状道路を整備し、通過交通の市街地流入を抑制して交通安全性を高めるとともに、市街地と周辺地域と

のアクセス性を高める。

　・文化芸術のまちとして、文化事業財団を中心に、市民がまちの活性化、にぎわいづくりに向け、文化施設等の活用を図っていく。

方針に合致する主要な事業

整備方針１（市民の交流拠点の形成、にぎわいの再生）

・中山晋平、高野辰之、久石譲といった音楽家や、また日本画家菊池契月といった文化人を生んだ都市として、文化芸術を中

心に市民が交流する拠点を整備する。

・バラ公園（一本木公園）～陣屋県庁記念館～市役所を繋ぐメインストリート沿いで、道路整備と共に歩道空間を潤いあるもの

にし、沿道商店街のにぎわいづくりを進める。

・市街地を歩く人や訪れた人にやさしいまちづくりを進める。

・情報通信基盤を整備し、人々が集まり、にぎわいをつくる祭りやイベントなどの情報発信を進める。

陣屋前広場整備事業、まちなか交流の家整備事業、中野小学校旧校舎活用事業、陣屋県庁記念館改修事業、

土人形の里づくり事業、中町線沿道空間整備事業、市内情報板設置事業、公衆トイレ改修事業、防災情報基盤整

備事業（他用途活用分）

整備方針２（安全・安心の公共基盤）

・情報通信基盤を整備し、防災・防犯情報周知に告知放送を活用することにより、安全安心なまちをつくる。

・避難施設の耐震性を確保するとともに、避難施設としての機能を高め、安全・安心なまちをつくる。

・歩道整備の推進により、安全な移動空間を確保し、人にやさしいまちづくりを進める。

防災情報通信施設整備事業、市民体育館耐震化事業、歩道整備事業（南宮線、三好町線西、中野２号線、中町

線）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

中野市 直 1,100m H19 H23 H19 H23 1,687 1,687 1,687 1,687

中野市 直 310ｍ H19 Ｈ19 H19 Ｈ19 23 23 23 23

中野市 直 880ｍ H20 Ｈ22 H20 Ｈ22 42 42 42 42

中野市 直 1,210m H19 Ｈ23 H19 Ｈ23 62 62 62 62

中野市 直 610ｍ H19 H21 H19 H21 56 56 56 56

中野市 直 490ｍ両 H20 H21 H20 H21 71 71 71 71

中野市 直 260ｍ両 H22 H22 H22 H22 7 7 7 7

中野市 直 910ｍ片 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ22 Ｈ23 72 72 72 72

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

中野市 直 － H19 H23 H19 H23 999 976 976 976

中野市 直 － H18 H21 H19 H21 33 32 32 32

0

中野市 直 418㎡ H19 H19 H19 H19 15 15 15 15

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,067 3,043 3,043 3,043 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

中野市 直 998ｈａ H19 H20 H19 H20 85 85 85 85

中野市 直 533㎡ H19 H21 H19 H21 23 17 17 17

中野市 直 994㎡ H19 H20 H19 H20 10 10 10 10

中野市 直 5ヶ所 H18 H22 H19 H22 27 24 24 24

中野市 直 1,000㎡ H18 H23 H19 H19 20 7 7 7

－

－

－

－

合計 165 143 143 143 …B

合計(A+B) 3,186

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

中野市 国土交通省 1.7ｈａ ○ H12 H22 900

長野県 国土交通省 352ｍ ○ H15 H22 3,000

街なかをにぎやかにする会 内閣官房 ○ H18 H18 6

中野市 ○ H21 H22 11

合計 3,917

細項目 うち民負担分

1,314.7 国費率 0.413交付対象事業費 3,186

事業 事業箇所名

交付限度額

吉田西条線

規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間

－

－

防災情報通信施設他３事業

中町線沿道空間整備

まちなか交流の家

住宅市街地

総合整備

事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造

支援事業

防災情報基盤整備事業 他用途活用分

中野小学校旧校舎活用事業 一本木公園

土人形の里づくり事業 月の兎関連

事業活用調

査

－

－

まちづくり活

動推進事業

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

一本木公園整備事業 一本木公園

地方道路交付金街路事業 中町下

全国都市再生モデル調査 中野市

陣屋県庁記念館改修 中野陣屋県庁記念館

道路 道路改良

道路舗装 横町普代線

道路舗装 南宮線

道路舗装 吉田西条線２

歩道整備 南宮線

歩道整備 三好町線西

歩道整備 中野２号線

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

陣屋県庁記念館改修 中野陣屋県庁記念館

公衆トイレ改修事業 中心市街地

歩道整備 中町線



(参考）年次計画 中野地区　（長野県中野市）

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業費

道路 道路改良 中野市 1,687 21 448 740 223 255

道路舗装 中野市 23 23

道路舗装 中野市 42 23 19

道路舗装 中野市 62 21 27 14

歩道整備 中野市 56 18 28 10

歩道整備 中野市 71 2 69

歩道整備 中野市 7 7

歩道整備 中野市 72 20 52

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 中野市 770 462 308

中野市 36 5 31

中野市 1 1

中野陣屋前広場 中野市 169 169

高質空間形成施設 中野市 32 1 10 21

高次都市施設

既存建造物活用事業 中野市 15 15

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

計 3,043 562 819 840 470 352

提案事業

交付対象 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業費

中野市 85 51 34

中野市 17 7 10

中野市 10 4 6

公衆トイレ改修事業 中野市 24 5 5 5 9

土人形の里づくり事業 中野市 7 7

計 143 74 45 15 9 0

合計 3,186 636 864 855 479 352

累計進捗率　（％） 20.0% 47.1% 73.9% 89.0% 100.0%

まちなか交流の家

中町線沿道空間整備

住宅市街地

総合整備

事業

市内情報板

事業主体事業箇所名

他用途活用分

中心市街地

中野小学校旧校舎活用事業

事業活用

調査

地域創造

支援事業

防災情報基盤整備

事業主体事業箇所名

吉田西条線

三好町線西

中野２号線

事業

細項目

防災情報通信施設

中町線

市民体育館耐震改修

事業

細項目

陣屋県庁記念館改修

まちづくり活

動推進事業

月の兎関連

横町普代線

南宮線

吉田西条線２

南宮線

一本木公園

陣屋県庁記念館



中野地区（長野県中野市）

都市再生整備計画の区域

面積 区域998 ha

中野市中央一～四丁目、三好町一～二丁目、西一～二丁目、諏訪町、南宮。以下は一部。小舘、東山、大字中野、大字小田中、大字西条、大字間山、大字新野、
大字更科、大字桜沢、大字三ツ和、大字篠井、大字新保、大字江部、大字岩船、大字吉田、大字片塩、大字七瀬、大字安源寺、大字栗林、大字牛出、大字立ヶ花、
大字草間、大字大俣、大字田麦、大字厚貝、大字壁田、大字新井、大字若宮、大字竹原、大字金井、大字間長瀬、大字笠原、大字越、大字深沢、大字赤岩、大字
柳沢、大字田上、大字岩井、大字上今井、大字豊津
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     4.2  （18年度） →      2.0  （23年度）    
   41.7  （17年度） →    60.0  （22年度）    

   10.5  （18年度） →    9.0  （23年度）    

中野地区（長野県中野市）　整備方針概要図

目標 北信州の中心都市として、にぎわいと誇りにあふれる都市の再生
代表的
な指標

 中心市街地歩行者減少率　 （％）
 放送による市情報の認知率 （％）

 市街地通過交通通過時間　 （分）

■ 吉田西条線

1
2

3

4

5

中野市役所

■ 吉田西条線
■ 吉田西条線2（舗装）

■ 南宮線（舗装）

■ 南宮線（歩道）

■ 中野陣屋前広場
野陣屋前広場

■ 中野2号線（歩道）

■ 三好町線西（歩道）

○ 地方道路交付金街路事業

■ 中町線沿道空間整備事業

■ 横町普代線（舗装）

■ まちなか交流の家□ 陣屋県庁記念館改修

■ 市内情報板（ ● ）□ 公衆トイレ改修 ①～⑤

■ 中町線（歩道）

1 2

3

4

5

■ 吉田西条線

■ 吉田西条線2（舗装）

■ 南宮線（舗装）

■ 南宮線（歩道）

■ 中野陣屋前広場

■ 中野2号線（歩道）

□ 土人形の里づくり事業

□ 陣屋県庁記念館改修

■ まちなか交流の家

■ 中町線沿道空間整備事業

■ 横町普代線（舗装）

○ 地方道路交付金街路事業

■ 三好町線西（歩道）

□ 中野小学校旧校舎活用事業

○ 一本木公園整備事業

■ 市民体育館耐震改修

■ 防災情報通信施設整備区域

（□ 他用途活用分含む）

□ 公衆トイレ改修

① 武水穂公衆トイレ

② 中野市第一駐車場公衆トイレ

③ 西公園公衆トイレ

④ 桜木町公衆トイレ

⑤ 新宿通り公衆トイレ

■ 市内情報板（ ● ）
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中野市役所

■ 吉田西条線
■ 吉田西条線2（舗装）

■ 南宮線（舗装）

■ 南宮線（歩道）

■ 中野陣屋前広場
野陣屋前広場

■ 中野2号線（歩道）

■ 三好町線西（歩道）

○ 地方道路交付金街路事業

■ 中町線沿道空間整備事業

■ 横町普代線（舗装）

■ まちなか交流の家□ 陣屋県庁記念館改修

■ 市内情報板（ ● ）□ 公衆トイレ改修 ①～⑤

■ 中町線（歩道）

■ 中町線（歩道）


